
第21回倉敷緩和ケアセミナー 

 この度「第21回倉敷緩和ケアセミナー」を下記の通り開催します。 
今回は吉備国際大学保健医療福祉学部の京極真先生をお招き致します。 
 ｢自分にとって当たり前のことが、なぜかうまく通じない｣ 
その結果、｢チーム医療がうまく行かない・・と感じる」 
 このような、日常にある困りごとを｢信念対立｣と呼びます。 
 今回のセミナーでは、チーム医療の推進における問題解明の考え方とし
て注目を集めている｢信念対立解明アプローチ｣についてご講演頂きます。 
 多くの方々の参加をお待ちしております。 

日時：２月１４日（土）14：10～16：00   
会場：倉敷中央病院 大原記念ホール 

【特別講演】 14:30～ 
＜座  長＞倉敷中央病院 リハビリテーション部  

           作業療法士 里見 史義 先生 

＜講  師＞吉備国際大学 保健医療福祉学部 作業療法学科 

准教授 京極 真 先生 

『緩和ケアのための多職種連携のコツ 
      ：信念対立解明アプローチ入門』 

＊医師、看護師、薬剤師、その他緩和ケアに興味のある方、並びに医学生看護学生の多数の参加をお待ちしております。 
＊事前申し込みは不要です。 
＊お問い合わせ：倉敷中央病院Ｔｅｌ：086-422-0210（代表）リソースナースセンター平田まで 

 共催:倉敷中央病院緩和ケア科・塩野義製薬株式会社 

本講座は岡山県医師会認定生涯教育講座1.5単位を取得しています。 
CC：10チーム医療 CC:15臨床問題解決のプロセス CC：81終末期のケア 

【開会のご挨拶】 
 
【教育講演】   14:15～ 

＜座  長＞ 倉敷中央病院 緩和ケア科 主任部長 佐野 薫 先生 

＜講  師＞ 倉敷中央病院 緩和ケア科 医長  國末 充央 先生 
 『がん疼痛の薬物療法に関するガイドライン（2014年版）の 
                       主な改訂・修正点について』 

京極真著： 

信念対立解明アプローチ入
門―チーム医療・多職種連
携の可能性をひらく 
 （中央法規出版 2012） 

【開会のご挨拶】 


